
i-都市交流会議2026

都市構造可視化の活用
～所掌業務全般への積極活用～

岩手県久慈市 建設部 建設企画課
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出典元：久慈市人口ビジョン_将来人口推計
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１.岩手県久慈市の概要
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久慈市の概要
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２.久慈市の人口トレンドと将来推計
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人口減少は不可避
久慈市の人口は1960年（S35_高度経済成長期）約45,000人をピークに減少。

将来人口は、2050年には約18,000人（ピーク時の▲60％）に減少見込み。
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出典元：久慈市人口ビジョン_将来人口推計
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３.活用事例（住民向けセミナーでの活用）
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住民向けセミナーでの人口密度維持の重要性を説明
人口が薄く広がった状態では、サービスの維持が難しくなる可能性を示唆し、人口密度維
持の重要性説明の補足資料として活用。

医療、商業等の生活サービス施設や公共交通の維持には、一定の
人口集積が必要性を訴求。

■久慈市人口分布（2000年）

■久慈市人口分布（2020年）

補注：Data SIO NOAA,U.S.Navy,GEBCO image 2025 Airbus、Google Earth

補注：Data SIO NOAA,U.S.Navy,GEBCO image 2025 Airbus、Google Earth

■使用データ
都市構造可視化計画（久慈市人口分布2000年）
都市計画基礎調査（都市計画区域、用途地域）

■使用データ
都市構造可視化計画（久慈市人口分布2020年）
都市計画基礎調査（都市計画区域、用途地域）
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４.活用事例（庁内会議での活用）
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自然災害のリスクを踏まえた居住誘導区域の設定に向けた検討イメージを説明する際に、
リスクを可視化し、補足資料として活用。

■使用データ
都市計画基礎調査（都市計画区域、用途地域）

庁内幹部職員への立地適正化計画検討状況の説明
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■可視化した災害リスクを踏まえた、今後の検討イメージを説明

■都市計画区域と用途地域 ■各種自然災害リスクを可視化

補注： Data SIO NOAA,U.S.Navy,GEBCO image 2025 Airbus、Google Earth

■使用データ
岩手県津波浸水想定図（想定最大）
岩手県洪水浸水想定区域図（想定最大）
岩手県土砂災害警戒区域
都市計画基礎調査（都市計画区域、用途地域）
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５.活用事例（行政連絡区長研修会での活用）
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区長研修会における久慈市の空き家の現状説明
人口減少下において、市内の空家等件数は増加傾向であり、空家等の現状について説明
する際、メッシュ毎の件数を可視化し、補足資料として活用。

■久慈市空家等実態調査の結果 ■空家件数をメッシュ毎に可視化

市内に存在する空家全件の状況を職員のみで把
握することは困難なことから、状況変化等の情報
提供の協力を促した。

補注：Data SIO NOAA,U.S.Navy,GEBCO image 2025 Airbus、Google Earth

■使用データ
都市計画基礎調査（建物利用現況_空き家）

出典元：久慈市空家等対策計画

■住宅・土地統計調査結果推移
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６.今後の活用に向けて
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取組結果の考察と今後の活用について
■業務へ積極活用した考察
・都市構造等を可視化することで、説明段階で、具体なイメージを共有するこ

とでき、理解醸成が促進された。
・上述の効果として、建設的な意見交換や今後の具体な作業（検討）手順等に

ついて議論を深めることにつながった。
・これらの結果を踏まえ、市職員のGIS活用について興味関心が高まった。

■今後の活用に向けて
・立地適正化計画の検討にあたっては、各種自然災害リスクを踏まえると、単

純に居住誘導区域候補を抽出することが困難であることから、対策施策（ソ
フト・ハード）を講じた場合の分析と、それに基づく可視化が必要（建物利
用現況データから垂直避難の可能性抽出も一考）。

・空き家等対策の検討にあたっては、メッシュ毎の空き家件数による可視化の
ほか、メッシュ毎の建物件数を分母とした場合の空き家件数の割合を分析、
可視化することが重要。

・各ステークホルダーとの合意形成において都市構造可視化は効果がみられる
ことから、継続活用していく。
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岩手県久慈市
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都市の紹介
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